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（
本
誌
つ
な
ぐ
編
集
長
）

熊 

井   

文 

弘

会
報「
長
野
県
民
生
児
童
だ
よ
り
」の
32
年

戌戌

新
年
特
別
寄
稿

　

会
報
「
長
野
県
民
生
児
童
委
員
だ
よ
り
」
は
、
昭
和
62
年
７
月
10
日
の
創
刊

以
来
、
年
間
４
回
の
発
行
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
平
成
23
年
４
月
に
は
「
長
野

県
民
生
児
童
委
員
だ
よ
り
・
つ
な
ぐ
」
に
改
称
さ
れ
、
今
号
で
131
号
に
な
り
ま

す
。
長
野
県
の
民
生
児
童
委
員
活
動
を
記
録
し
続
け
た
会
報
の
32
年
間
を
振
り

返
り
ま
し
た
。　

　

創
刊
号
か
ら
掲
載
が
始
ま
っ
た
「
地
区
民
児
協
の
動
き
」
（
地
区
民
児
協
の

活
動
紹
介
）
は
、
そ
の
後
、「
私
た
ち
の
民
児
協
」、「
民
児
協
だ
よ
り
」
と
し

て
今
日
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
委
員
個
人
の
活
動
寄
稿
欄
「
ひ
ろ

ば
」
は
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
委
員
活
動
の
事
例
や
情
報
提
供
、
県
民
児
連
の
活
動
や
事
業
に
つ

い
て
の
報
告
と
記
録
と
い
う
会
報
の
役
割
を
意
識
し
な
が
ら
紙
面
の
充
実
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

身
近
で
有
用
な
情
報
提
供
と
委
員
同
士

の
意
見
交
換
の
場
を
め
ざ
し
て
発
行
。
Ｂ

５
版
８
ペ
ー
ジ
構
成
。
題
字
は
、
当
時
の

吉
村
午
良
知
事
の
揮
も
う
で
、
１
０
３
号

ま
で
使
用
さ
れ
た
。

◇
創
刊
号

 

平
成
３
年
７
月
11
・
12
日
、
松
本
市
で

開
催
さ
れ
た
「
全
国
婦
人
民
生
委
員
児
童

委
員
研
修
会
」
を
特
集
。

◇
第
26
号

 

平
成
６
年
１
月
１
日
、
主
任
児
童
委
員

制
度
が
発
足
。
県
下
で
３
６
５
人
（
内
・

女
性
２
６
５
人
）
が
委
嘱
さ
れ
た
。　
　

　

「
主
任
児
童
委
員
へ
の
期
待
」
な
ど
関

連
記
事
を
掲
載
。

◇
第
36
号

 

平
成
11
年
11
月
17
・
18
日
、
長
野
市
で

開
催
さ
れ
た
「
第
68
回
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
大
会
」
の
報
告
を
掲
載
。
こ
の
号

か
ら
紙
面
サ
イ
ズ
を
Ａ
４
版
に
拡
大
し
た
。 

◇
第
59
号

 

平
成
19
年
７
月
19
・
20
日
、
須
坂
市
で

開
催
さ
れ
た
「
第
20
回
長
野
県
民
生
児
童

委
員
大
会
」
の
模
様
を
、
記
念
講
演
の
全

文
を
含
め
、
15
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
特
集
。

◇
第
90
号

 

90
周
年
記
念
事
業
と
し
て
全
国
展
開
さ

れ
た
「
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運

動
」
の
県
内
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況
調

査
の
結
果
を
掲
載
。 

◇
第
92
号

 

創
刊
85
号
（
平
成
18
年
７
月
）
か
ら
２

色
カ
ラ
ー
化
と
な
っ
て
い
た
が
、
100
号
を

機
に
全
面
カ
ラ
ー
化
を
実
現
し
た
。 

◇
第
100
号

 

タ
イ
ト
ル
を
「
長
野
県
民
生
児
童
委
員

だ
よ
り
・
つ
な
ぐ
」
に
改
称
。
特
集
や
取

材
に
よ
る
「
民
児
協
訪
問
」
を
設
け
る
な

ど
内
容
も
一
新
さ
れ
た
。 

◇
第
104
号

 

平
成
26
年
11
月
に
発
生
し
た
神
城
断
層

地
震
に
お
け
る
民
生
児
童
委
員
の
動
き
を

白
馬
村
民
児
協
に
取
材
、
緊
急
特
集
を
組

ん
だ
。

◇
第
120
号

（
昭
和
60
年
７
月
10
日
発
行
）

（
平
成
３
年
10
月
１
日
発
行
）

（
平
成
６
年
４
月
１
日
発
行
）

（
平
成
12
年
１
月
１
日
発
行
）

（
平
成
19
年
10
月
１
日
発
行
）

（
平
成
20
年
４
月
１
日
発
行
）

（
平
成
22
年
4
月
１
日
発
行
）

（
平
成
23
年
4
月
１
日
発
行
）

（
平
成
27
年
4
月
１
日
発
行
）

 

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
記
念

全
国
大
会
（
７
月
9
・
10
日
、
東
京
都
）

の
報
告
を
特
集
。

◇
第
130
号
（
平
成
29
年
10
月
１
日
発
行
）
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2018 戌戌
　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周

年
を
記
念
す
る
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大

会
が
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
に
行
わ
れ
た
式

典
に
は
全
国
か
ら
お
よ
そ
１
万
人
、
長
野
県

か
ら
は
１
４
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
大
会
で
は
、
１
０
０
周
年
の
節
目
に

際
し
て
、
全
国
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

め
ざ
す
べ
き
活
動
の
方
向
性
を
示
す
「
１
０

０
周
年
活
動
強
化
方
策
」
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
の
活
動
の
重
点
は
『
地
域
の
つ
な

が
り
、
地
域
の
力
を
高
め
る
た
め
に
』『
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
た
人
び
と
を
支
え
る

た
め
に
』『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
を

守
り
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
』
の
３
項

目
で
す
。
ま
た
、
新
た
な
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
支
え
あ
う　

住
み
よ
い
社
会　

地
域
か

ら
』
も
合
わ
せ
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
加
え

て
、
今
回
の
活
動
強
化
方
策
で
は
、
地
域
社

会
の
実
情
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
直
面

す
る
課
題
も
異
な
る
こ
と
か
ら
「
わ
が
ま
ち

な
ら
で
は
の
地
域
版
活
動
強
化
方
策
」
の
策

定
に
つ
い
て
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
長
野
県
民
児
連
で
は
、

昨
年
末
、「
市
町
村
民
児
協
会
長
、
単
位
民

児
協
会
長
及
び
事
務
局
合
同
会
」
を
長
野
市

内
で
開
催
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
で
し

た
が
、
県
内
全
域
か
ら
民
児
協
会
長
と
事
務

局
３
０
０
余
人
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
民
生
部
長
・
池
上
実
氏
に
「
単
位
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

単
位
民
児
協
の
役
割
や
会
長
に
期
待
さ
れ
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
今
後
の
民
児
協
運
営

に
と
っ
て
大
変
参
考
に
な
る
内
容
で
し
た
。

　

人
び
と
が
直
面
す
る
生
活
課
題
や
福
祉
課

題
が
多
様
で
深
刻
化
す
る
な
か
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
一
層

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
体
調
や
事

故
な
ど
に
十
分
ご
留
意
の
う
え
、
日
々
の
活

動
を
通
し
て
地
域
福
祉
の
充
実
た
め
に
ご
活

躍
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し

あ
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
地
域
福
祉
の
向
上
、

地
域
の
皆
様
の
支
え
手
と
し
て
の
御
尽
力
、

御
活
躍
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
民
生
委
員
制
度
創
設
1
0
0
周
年

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
今
年
は
次
な

る
1
0
0
周
年
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
で
も
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
信
州
に
と
っ
て
も
新
た

な
時
代
に
向
け
た
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

２
月
に
は
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
世
界
中
に
感
動
を
も
た
ら
し
た
レ
ガ

シ
ー
を
継
承
す
る
べ
く
、
開
催
市
町
村
と
と

も
に
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
冬
の
平
昌
を
皮
切
り
に
東
京

（
2
0
2
0
年
）、
北
京（
2
0
2
2
年
）と
続

く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
東
ア
ジ

ア
か
ら
発
信
し
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
促
進
な
ど
を
通
じ
て
本
県
の
発
展

へ
と
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
次
期
総
合
５
か
年
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
急
激
な
人
口
減
少
、
第

４
次
産
業
革
命
と
も
呼
ば
れ
る
技
術
革
新
、

人
生
1
0
0
年
時
代
の
到
来
な
ど
私
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
は
加
速
度
的
に
変
化
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
潮
流
を
捉
え
つ
つ
、
多
く

の
県
民
の
皆
様
の
夢
を
結
集
し
た
計
画
と
す

る
た
め
に
、
幅
広
い
県
民
の
皆
様
と
の
対
話

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

 

基
本
目
標
は
、「
確
か
な
暮
ら
し
が
営
ま
れ

る
美
し
い
信
州
〜
学
び
と
自
治
の
力
で
拓
く

新
時
代
〜
」
と
し
、「
学
び
の
県
づ
く
り
」

「
産
業
の
生
産
性
が
高
い
県
づ
く
り
」

「
人
を
ひ
き
つ
け
る
快
適
な
県
づ
く
り
」

「
い
の
ち
を
守
り
育
む
県
づ
く
り
」、「
誰
に

で
も
居
場
所
と
出
番
が
あ
る
県
づ
く
り
」

「
自
治
の
力
み
な
ぎ
る
県
づ
く
り
」
の
６
つ

の
政
策
推
進
の
基
本
方
針
の
も
と
に
施
策
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
に
県
内
10
広
域
に
設
置

し
た
地
域
振
興
局
ご
と
に
目
指
す
姿
や
重
点

的
に
取
り
組
む
政
策
を
「
地
域
計
画
」
と
し

て
策
定
し
、
諏
訪
湖
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
、

リ
ニ
ア
新
時
代
を
見
据
え
た
地
域
づ
く
り
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
各
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
９
月
に
県
民
の
負
託
を
受
け
て

２
期
目
の
県
政
に
取
り
組
み
始
め
て
か
ら
４

年
目
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

長
野
県
知
事
と
し
て
、
2
0
7
万
県
民
の
皆

様
と
手
を
携
え
、
人
生
1
0
0
年
時
代
に
お

け
る
未
来
に
向
け
た
県
づ
く
り
に
挑
戦
で
き

る
こ
と
に
、
大
き
な
喜
び
と
誇
り
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
本
年
も
「
共
感
と
対
話
」
の
県

政
を
基
本
に
据
え
、「
し
あ
わ
せ
信
州
」
の
実

現
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
御
健
康
と
御
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
地
域
福
祉
の
向
上
、

地
域
の
皆
様
の
支
え
手
と
し
て
の
御
尽
力
、

御
活
躍
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
民
生
委
員
制
度
創
設
1
0
0
周
年

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
今
年
は
次
な

る
1
0
0
周
年
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
で
も
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
信
州
に
と
っ
て
も
新
た

な
時
代
に
向
け
た
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

２
月
に
は
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
世
界
中
に
感
動
を
も
た
ら
し
た
レ
ガ

シ
ー
を
継
承
す
る
べ
く
、
開
催
市
町
村
と
と

も
に
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
冬
の
平
昌
を
皮
切
り
に
東
京

（
2
0
2
0
年
）、
北
京（
2
0
2
2
年
）と
続

く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
東
ア
ジ

ア
か
ら
発
信
し
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
促
進
な
ど
を
通
じ
て
本
県
の
発
展

へ
と
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
次
期
総
合
５
か
年
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
急
激
な
人
口
減
少
、
第

４
次
産
業
革
命
と
も
呼
ば
れ
る
技
術
革
新
、

人
生
1
0
0
年
時
代
の
到
来
な
ど
私
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
は
加
速
度
的
に
変
化
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
潮
流
を
捉
え
つ
つ
、
多
く

の
県
民
の
皆
様
の
夢
を
結
集
し
た
計
画
と
す

る
た
め
に
、
幅
広
い
県
民
の
皆
様
と
の
対
話

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

 

基
本
目
標
は
、「
確
か
な
暮
ら
し
が
営
ま
れ

る
美
し
い
信
州
〜
学
び
と
自
治
の
力
で
拓
く

新
時
代
〜
」
と
し
、「
学
び
の
県
づ
く
り
」

「
産
業
の
生
産
性
が
高
い
県
づ
く
り
」

「
人
を
ひ
き
つ
け
る
快
適
な
県
づ
く
り
」

「
い
の
ち
を
守
り
育
む
県
づ
く
り
」、「
誰
に

で
も
居
場
所
と
出
番
が
あ
る
県
づ
く
り
」

「
自
治
の
力
み
な
ぎ
る
県
づ
く
り
」
の
６
つ

の
政
策
推
進
の
基
本
方
針
の
も
と
に
施
策
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
に
県
内
10
広
域
に
設
置

し
た
地
域
振
興
局
ご
と
に
目
指
す
姿
や
重
点

的
に
取
り
組
む
政
策
を
「
地
域
計
画
」
と
し

て
策
定
し
、
諏
訪
湖
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
、

リ
ニ
ア
新
時
代
を
見
据
え
た
地
域
づ
く
り
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
各
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
９
月
に
県
民
の
負
託
を
受
け
て

２
期
目
の
県
政
に
取
り
組
み
始
め
て
か
ら
４

年
目
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

長
野
県
知
事
と
し
て
、
2
0
7
万
県
民
の
皆

様
と
手
を
携
え
、
人
生
1
0
0
年
時
代
に
お

け
る
未
来
に
向
け
た
県
づ
く
り
に
挑
戦
で
き

る
こ
と
に
、
大
き
な
喜
び
と
誇
り
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
本
年
も
「
共
感
と
対
話
」
の
県

政
を
基
本
に
据
え
、「
し
あ
わ
せ
信
州
」
の
実

現
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
御
健
康
と
御
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周

年
を
記
念
す
る
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大

会
が
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
に
行
わ
れ
た
式

典
に
は
全
国
か
ら
お
よ
そ
１
万
人
、
長
野
県

か
ら
は
１
４
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
大
会
で
は
、
１
０
０
周
年
の
節
目
に

際
し
て
、
全
国
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

め
ざ
す
べ
き
活
動
の
方
向
性
を
示
す
「
１
０

０
周
年
活
動
強
化
方
策
」
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
の
活
動
の
重
点
は
『
地
域
の
つ
な

が
り
、
地
域
の
力
を
高
め
る
た
め
に
』『
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
た
人
び
と
を
支
え
る

た
め
に
』『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
を

守
り
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
』
の
３
項

目
で
す
。
ま
た
、
新
た
な
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
支
え
あ
う　

住
み
よ
い
社
会　

地
域
か

ら
』
も
合
わ
せ
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
加
え

て
、
今
回
の
活
動
強
化
方
策
で
は
、
地
域
社

会
の
実
情
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
直
面

す
る
課
題
も
異
な
る
こ
と
か
ら
「
わ
が
ま
ち

な
ら
で
は
の
地
域
版
活
動
強
化
方
策
」
の
策

定
に
つ
い
て
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
長
野
県
民
児
連
で
は
、

昨
年
末
、「
市
町
村
民
児
協
会
長
、
単
位
民

児
協
会
長
及
び
事
務
局
合
同
会
」
を
長
野
市

内
で
開
催
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
で
し

た
が
、
県
内
全
域
か
ら
民
児
協
会
長
と
事
務

局
３
０
０
余
人
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
民
生
部
長
・
池
上
実
氏
に
「
単
位
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

単
位
民
児
協
の
役
割
や
会
長
に
期
待
さ
れ
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
今
後
の
民
児
協
運
営

に
と
っ
て
大
変
参
考
に
な
る
内
容
で
し
た
。

　

人
び
と
が
直
面
す
る
生
活
課
題
や
福
祉
課

題
が
多
様
で
深
刻
化
す
る
な
か
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
一
層

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
体
調
や
事

故
な
ど
に
十
分
ご
留
意
の
う
え
、
日
々
の
活

動
を
通
し
て
地
域
福
祉
の
充
実
た
め
に
ご
活

躍
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し

あ
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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1
日
目
は
式
典
と
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
式
典
で
は
、
全
民
児
連
の
得
能
金

市
会
長
か
ら
、
7
月
の
1
0
0
周
年
記

念
大
会
の
成
功
に
つ
い
て
感
謝
の
言
葉

が
あ
り
、
全
民
児
連
で
は
1
0
0
周
年

に
あ
た
り
、
全
国
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
及
び
民
児
協
関
係
者
が
目
指
す

べ
き
今
後
の
活
動
強
化
策
を
策
定
し
た

の
で
、
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
を
お

願
い
し
た
い
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
記
念
講
演
で
は
、
講
師
の
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
藤
田
市
男
氏
か
ら
、
「
心
配

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
」
と

題
し
て
、
10
年
間
勤
め
心
を
病
ん
で
退

職
し
、
そ
の
後
消
防
団
に
入
り
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
の
道
に
進
む
中
で
、
娘
の
帝
王

切
開
に
よ
る
誕
生
に
直
面
し
て
、
家
族

の
大
切
さ
に
気
付
い
た
と
の
お
話
が
あ

り
、
日
常
活
動
に
疲
れ
た
私
達
の
心
を

ち
ょ
っ
ぴ
り
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

2
日
目
の
分
科
会
で
は
、
安
曇
野
市

主
任
児
童
委
員
会
の
委
員
長
の
荒
深
た

つ
子
さ
ん
か
ら
、「
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
活
動
の
推
進
と
連
携
に
つ
い
て
」

報
告
が
行
わ
れ
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
ま
で
切

れ
目
な
い
支
援
を
目
指
し
て
、
①
子
育

て
支
援
窓
口
の
開
設 

②
学
校
と
の
連
携 

③
民
生
委
員
と
主
任
児
童
委
員
と
の
連

携
…
な
ど
、
様
々
な
取
組
み
に
つ
い
て
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

▲2日目の分科会 ▲民生委員の歌「花咲く郷土」斉唱

▲第１日目の基調講演会

長野市民児協副会長

米山 秀一 さん

平成29年度  関東ブロック民生委員児童委員活動研究協議会
　新潟大会　報告

▲会場入り口の看板

参加報告

　

平
成
29
年
度
（
第
77
回
）
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活

動
研
究
協
議
会
が
、
去
る
９
月
28
日
〜
29
日
、
新
潟
県
湯
沢
町
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｐ
Ａ
二
ュ―

オ
ー
タ
ニ
で
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
都
県
市
か
ら
計
345
人
、

う
ち
長
野
県
か
ら
は
伊
藤
篤
志
県
民
児
連
会
長
を
始
め
20
人
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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つ
な
ぐ
で
は
、
児
童
委
員
の
役
割
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い

ま
す
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
協
議
会
の
第
３
分
科
会
テ
ー
マ
「
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

へ
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
進
め
る
た
め
に
〜
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
活
動
の
推

進
と
連
携
に
つ
い
て
考
え
る
〜
」
を
記
者
が
取
材
、
一
部
を
要
約
し
て
報
告
し
ま
す
。

Vol.131
　

社
会
福
祉
の
根
本
は
、
一
人
一
人
の

自
己
実
現
を
目
指
す
こ
と
。
高
齢
者
も

障
が
い
者
も
す
べ
て
の
人
々
が
幸
せ
で

自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
た
、
生
ま

れ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
人
生
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
す
。
支
援
と
は

何
か
、
支
援
者
は
ど
う
い
う
視
点
で
関

わ
っ
て
い
く
の
か
を
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
全
国
で
年
間
12
万
件
以
上
の
虐
待

通
告
が
あ
り
、心
中
な
ど
含
め
虐
待
死
で

70
人
の
子
ど
も
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
の
全
戸

訪
問
で
、
確
実
に
虐
待
死
は
減
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
お
母

さ
ん
が
誰
と
も
つ
な
が
ら
ず
に
、
子
ど

も
が
死
ん
で
い
る
の
か
を
検
証
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
学
生
は
不

登
校
が
36
人
に
１
人
、
小
学
生
は
255
人

に
1
人
。
子
ど
も
の
貧
困
は
6.4
人
に
一

人
で
す
。
自
己
否
定
を
し
、
夢
も
希
望

も
な
い
現
実
に
い
る
の
で
す
。
こ
の
問

題
を
放
置
す
る
と
子
ど
も
た
ち
の
生
き

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
す
べ
て
奪
っ
て
い
き

ま
す
。

　

地
域
の
私
た
ち
が
、
ど
う
い
う
役
割

を
担
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
今
、
親
が
い
て
も
子
は
育

た
な
い
理
由
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

信
頼
で
き
る
大
人
と
の
出
会
い
が
大

事
。
自
己
否
定
感
か
ら
生
ま
れ
て
き
て

よ
か
っ
た
、
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。
ま
さ
に
民
生
児
童
委

員
が
地
域
の
中
の
信
頼
で
き
る
大
人
の

役
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
声
を
か
け
て
、
困
っ
た
と
き
は
助
け

て
と
い
え
る
関
係
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

様
々
な
組
織
や
団
体
と
得
意
不
得
意
な

と
こ
ろ
を
互
い
に
補
い
合
い
な
が
ら
や
っ

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

①
神
奈
川
県
三
浦
市
民
児
協　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笹
谷
月
慧
さ
ん

「
子
育
て
応
援
サ
ロ
ン 

ほ
っ
と
・
ハ
ー

ト
事
業
」
に
つ
い
て
、
主
任
児
童
委
員

が
始
め
た
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
に
つ
い
て
発

表
。
保
健
師
が
生
後
の
訪
問
時
に
承
諾

を
得
た
後
に
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
を
主
任
児

童
委
員
と
民
生
委
員
が
出
か
け
ま
す
。

市
の
子
ど
も
課
に
報
告
し
て
心
配
な
こ

と
は
保
健
師
が
訪
問
す
る
な
ど
、
逆
の

方
法
を
と
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

②
長
野
県
安
曇
野
市
民
児
協　

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
深
た
つ
子
さ
ん

　

安
曇
野
市
の
母
子
支
援
体
制
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、
母
子
・
子
育
て
相
談

窓
口
の
開
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
と
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員

の
か
か
わ
り
な
ど
を
説
明
。
特
に
相
談

事
例
を
紹
介
し
て
そ
れ
に
対
し
て
ど
う

受
け
止
め
対
処
し
た
か
の
事
例
を
発
表

し
ま
し
た
。

③
新
潟
市
南
区
白
根
中
央
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　
　
　
　

風
間
泰
一
郎
さ
ん

　

行
政
や
社
協
を
含
め
た
全
体
の
仕
組

み
を
説
明
。
小
学
校
と
の
情
報
交
換
や

一
年
生
の
下
校
指
導
へ
の
協
力
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で
、
女
性
の
委

員
の
活
躍
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
発
表
し
ま
し
た
。

④
静
岡
市
駿
河
区
民
児
協　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
村
博
章
さ
ん

　

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
運
動
、
子
育

て
サ
ロ
ン
を
通
し
マ
マ
友
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た
こ
と
。
特
に
中
学

生
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ふ
れ
あ
い
事
業
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
命
の

大
切
さ
を
学
ぶ
大
切
な
活
動
で
、参
加
者

か
ら
も
関
心
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▲実践報告者4人(左から2番目が安曇野市の荒深さん)

コーディネーター

大竹 智 氏

シリーズ　
児童委員の役割を考える

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
協
議
会

第
３
分
科
会
よ
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら

問
題
提
起

事
例

実
践
報
告
者
４
人
か
ら
の

発
表(

概
要)

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り

ま
と
め
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記者が地区民児協におじゃまし、会

長や委員とコミュニケーションを図

って、第三者の目でリポートしてい

く「訪問」コーナーです。

一
茶
生
誕
の
地
で
、
地
区
ご
と
に

絆
を
大
事
に
し
た
活
動
を

だより

訪問
信濃町

木祖村

信濃町民生児童委員協議会
　

妙
高
、
斑
尾
、
黒
姫
、
戸
隠
、
飯
縄

の
北
信
五
岳
に
囲
ま
れ
、
野
尻
湖
を
有

す
る
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
信
濃
町
。

民
児
協
の
定
例
会
を
訪
ね
た
の
は
10
月

初
旬
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
、
雪

対
策
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
冬
季
に
は
、
地
域
に
よ
っ
て
一
夜

に
し
て
１
メ
ー
ト
ル
積
も
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
。
民
生
児
童
委
員
は
、
住
宅
除

雪
支
援
制
度
に
基
づ
き
、
屋
根
の
雪
下

ろ
し
な
ど
を
希
望
す
る
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
へ
の
支
援
内
容
や
条
件
の
確
認
、

除
雪
支
援
員
と
の
つ
な
ぎ
役
で
も
あ
り

ま
す
。
一
軒
一
軒
回
っ
て
現
場
の
様
子

も
把
握
し
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
は
、
依
頼
を
受
け
て
支
援
員
に
つ
な

ぎ
ま
す
。
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
見
守

り
を
し
て
い
る
民
生
児
童
委
員
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
役
割
で
す
。

　

現
在
町
の
人
口
は
約
8
2
0
0
人
、

民
生
児
童
委
員
は
29
人
、
主
任
児
童
委

員
が
2
人
で
す
。
地
域
の
課
題
は
、
雪

か
き
な
ど
の
若
者
の
担
い
手
が
少
な
い

こ
と
。
ま
た
県
営
住
宅
が
あ
っ
た
り
、

別
荘
な
ど
へ
の
都
会
か
ら
の
移
住
者
を

把
握
し
行
く
こ
と
が
難
し
い
こ
と
で
す
。

　

定
例
会
の
大
き
な
特
徴
は
、
後
半
の

柏
原
、
野
尻
、
古
間
、
富
士
里
の
4
つ

の
地
区
に
分
か
れ
た
情
報
交
換
で
す
。

1
期
目
の
委
員
が
15
人
も
い
る
た
め
、

「
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
み
ん
な
で
助

け
合
う
こ
と
が
大
事
」
と
会
長
の
原
山

公
平
さ
ん
。
こ
の
日
も
一
人
暮
ら
し
の

方
の
認
知
症
の
話
や
、
冬
季
の
共
同
住

宅
の
要
望
、
倒
壊
の
心
配
の
あ
る
家
に

つ
い
て
な
ど
、
そ
の
対
処
の
仕
方
を
共

有
し
相
談
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

防
災
マ
ッ
プ
も
地
区
ご
と
に
委
員
が

集
ま
っ
て
作
成
し
2
0
1
7
年
度
も
更

新
し
ま
し
た
。
副
会
長
の
佐
藤
悟
さ
ん

は
、
川
の
氾
濫
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ

り
、
防
災
に
つ
い
て
詳
し
い
存
在
。

「
外
に
出
て
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て

い
る
委
員
の
経
験
や
人
脈
を
生
か
し
た

支
援
体
制
が
で
き
て
い
る
」
と
原
山
さ

ん
は
強
調
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
交
流
事
業
と
し
て
は
、
信

濃
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る

「
い
き
い
き
ね
ん
り
ん
の
つ
ど
い
」
毎

年
2
地
区
ず
つ
行
っ
て
お
り
、
民
生
児

童
委
員
は
、
チ
ラ
シ
で
対
象
者
を
誘
っ

た
り
、
当
日
は
会
場
づ
く
り
や
お
弁
当

の
配
布
な
ど
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
ふ

れ
あ
い
昼
食
会
は
年
３
回
全
体
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
に
つ
い
て
は
、
信
濃
町
は
公

立
で
小
中
一
貫
校
教
育
が
特
徴
で
す
。

「
文
化
祭
で
は
8
、
9
年
生
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
1
、
2
年
生
が
大
興

奮
し
て
い
た
。
生
き
生
き
と
し
た
表
情

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
こ
と
。

　

民
生
児
童
委
員
は
単
独
で
は
な
く
、

仲
間
、
役
場
、
社
協
、
学
校
な
ど
の
機

関
と
連
携
し
て
顔
の
見
え
る
関
係
を

作
っ
て
、
地
域
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

▲地区別情報交換会の様子

▲役場玄関横にある一茶の記念碑の前で
      （原山会長は2列目左から5番目）
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妙
高
、
斑
尾
、
黒
姫
、
戸
隠
、
飯
縄

の
北
信
五
岳
に
囲
ま
れ
、
野
尻
湖
を
有

す
る
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
信
濃
町
。

民
児
協
の
定
例
会
を
訪
ね
た
の
は
10
月

初
旬
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
、
雪

対
策
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
冬
季
に
は
、
地
域
に
よ
っ
て
一
夜

に
し
て
１
メ
ー
ト
ル
積
も
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
。
民
生
児
童
委
員
は
、
住
宅
除

雪
支
援
制
度
に
基
づ
き
、
屋
根
の
雪
下

ろ
し
な
ど
を
希
望
す
る
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
へ
の
支
援
内
容
や
条
件
の
確
認
、

除
雪
支
援
員
と
の
つ
な
ぎ
役
で
も
あ
り

ま
す
。
一
軒
一
軒
回
っ
て
現
場
の
様
子

も
把
握
し
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
は
、
依
頼
を
受
け
て
支
援
員
に
つ
な

ぎ
ま
す
。
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
見
守

り
を
し
て
い
る
民
生
児
童
委
員
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
役
割
で
す
。

　

現
在
町
の
人
口
は
約
8
2
0
0
人
、

民
生
児
童
委
員
は
29
人
、
主
任
児
童
委

員
が
2
人
で
す
。
地
域
の
課
題
は
、
雪

か
き
な
ど
の
若
者
の
担
い
手
が
少
な
い

こ
と
。
ま
た
県
営
住
宅
が
あ
っ
た
り
、

別
荘
な
ど
へ
の
都
会
か
ら
の
移
住
者
を

把
握
し
行
く
こ
と
が
難
し
い
こ
と
で
す
。

　

定
例
会
の
大
き
な
特
徴
は
、
後
半
の

柏
原
、
野
尻
、
古
間
、
富
士
里
の
4
つ

の
地
区
に
分
か
れ
た
情
報
交
換
で
す
。

1
期
目
の
委
員
が
15
人
も
い
る
た
め
、

「
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
み
ん
な
で
助

け
合
う
こ
と
が
大
事
」
と
会
長
の
原
山

公
平
さ
ん
。
こ
の
日
も
一
人
暮
ら
し
の

方
の
認
知
症
の
話
や
、
冬
季
の
共
同
住

宅
の
要
望
、
倒
壊
の
心
配
の
あ
る
家
に

つ
い
て
な
ど
、
そ
の
対
処
の
仕
方
を
共

有
し
相
談
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

防
災
マ
ッ
プ
も
地
区
ご
と
に
委
員
が

集
ま
っ
て
作
成
し
2
0
1
7
年
度
も
更

新
し
ま
し
た
。
副
会
長
の
佐
藤
悟
さ
ん

は
、
川
の
氾
濫
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ

り
、
防
災
に
つ
い
て
詳
し
い
存
在
。

「
外
に
出
て
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て

い
る
委
員
の
経
験
や
人
脈
を
生
か
し
た

支
援
体
制
が
で
き
て
い
る
」
と
原
山
さ

ん
は
強
調
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
交
流
事
業
と
し
て
は
、
信

濃
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る

「
い
き
い
き
ね
ん
り
ん
の
つ
ど
い
」
毎

年
2
地
区
ず
つ
行
っ
て
お
り
、
民
生
児

童
委
員
は
、
チ
ラ
シ
で
対
象
者
を
誘
っ

た
り
、
当
日
は
会
場
づ
く
り
や
お
弁
当

の
配
布
な
ど
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
ふ

れ
あ
い
昼
食
会
は
年
３
回
全
体
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
に
つ
い
て
は
、
信
濃
町
は
公

立
で
小
中
一
貫
校
教
育
が
特
徴
で
す
。

「
文
化
祭
で
は
8
、
9
年
生
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
1
、
2
年
生
が
大
興

奮
し
て
い
た
。
生
き
生
き
と
し
た
表
情

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
こ
と
。

　

民
生
児
童
委
員
は
単
独
で
は
な
く
、

仲
間
、
役
場
、
社
協
、
学
校
な
ど
の
機

関
と
連
携
し
て
顔
の
見
え
る
関
係
を

作
っ
て
、
地
域
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
絆
を
大
切
に
し
た

体
制
づ
く
り
で
問
題
に
対
処

木祖村民生児童委員協議会
　

木
曽
川
の
源
流
の
里
と
し
て
知
ら
れ

る
木
祖
村
の
東
に
は
、
旧
中
山
道
の
難

所
で
あ
る
鳥
居
峠
が
位
置
し
ま
す
。
江

戸
時
代
に
は
京
と
江
戸
を
結
ぶ
69
宿
の

一
つ
「
藪
原
宿
」
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

木
工
業
で
知
ら
れ
、
江
戸
中
期
か
ら
生

産
が
始
ま
っ
た
「
お
六
櫛
」
が
有
名
。

観
光
は
も
と
よ
り
、
夏
は
白
菜
な
ど
の

生
産
、
冬
は
ス
キ
ー
場
で
に
ぎ
わ
い
、

別
荘
も
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
原
悦
子
さ
ん
は
民
生
児
童
委

員
と
な
っ
て
2
期
目
で
会
長
に
。
11
人

の
民
生
児
童
委
員
、
内
主
任
児
童
委
員

は
１
人
。
女
性
は
７
人
で
す
。

　

保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
は
そ
れ

ぞ
れ
一
つ
ず
つ
。
子
ど
も
た
ち
と
の
触

れ
合
い
を
持
ち
た
い
と
、
去
年
の
12
月

か
ら
、
小
中
学
校
の
登
校
の
見
守
り
を

学
校
に
提
案
し
、
月
1
回
、
小
学
校
は

校
門
で
、
中
学
生
は
バ
ス
停
で
「
お
は

よ
う
」
と
声
掛
け
を
始
め
ま
し
た
。
信

州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
一
環

で
教
育
委
員
会
の
あ
い
さ
つ
運
動
と
協

働
。
教
育
委
員
や
校
長
先
生
も
参
加
し

児
童
に
声
を
掛
け
ま
す
。
「
始
め
た
ば

か
り
は
、
声
を
か
け
て
も
け
げ
ん
な
顔

を
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、
活
動
を

続
け
て
１
年
、
今
で
は
向
こ
う
か
ら
元

気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
す
原
会
長
。

　

顔
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
運
動
会

や
文
化
祭
に
も
行
く
の
が
楽
し
み
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
「
民
生
児
童
委

員
が
心
許
せ
る
人
だ
と
思
っ
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。
定
例

会
で
も
委
員
の
一
人
か
ら
「
夕
方
バ
ス

停
を
通
り
か
か
っ
た
ら
、
バ
ス
を
待
っ

て
い
た
中
学
生
の
ほ
う
か
ら
思
い
が
け

ず
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
は
活

動
の
成
果
だ
と
思
っ
た
」
と
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　

独
居
の
高
齢
者
の
見
守
り
は
、
と
に

か
く
聞
き
役
に
徹
す
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
村
だ
け

に
、
も
と
も
と
知
っ
て
い
る
人
も
多
く
、

そ
の
人
の
状
況
や
村
外
に
い
る
子
ど
も

の
連
絡
先
も
把
握
。
そ
し
て
、
会
長
は

村
内
の
老
人
ホ
ー
ム
の
第
三
者
委
員
会

に
も
所
属
し
、
情
報
収
集
に
余
念
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

定
例
会
で
は
、
役
場
の
担
当
職
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
保
健
福
祉
事
務
所
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
出
席
し
ま
す
。
司
会
は
委
員

が
持
ち
回
り
で
行
い
、
研
修
や
活
動
の

報
告
だ
け
で
な
く
、
見
守
り
対
象
者
の

名
前
や
具
体
的
な
状
況
も
そ
の
場
で
報

告
し
合
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
最
近

は
認
知
症
の
問
題
が
多
く
報
告
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
問
題
を
整

理
し
、「
そ
れ
は
役
場
の
職
員
が
来
週
訪

問
し
ま
す
」
「
そ
れ
に
つ
い
て
は
社
協

で
も
把
握
し
注
意
し
て
い
ま
す
」
な
ど
、

解
決
方
法
を
出
し
、
対
処
。
「
一
人
で

心
配
せ
ず
、
み
ん
な
で
把
握
し
て
風
通

し
の
良
い
体
制
を
」
と
地
域
の
絆
を
大

事
に
し
た
活
動
は
続
き
ま
す
。

訪問

表紙写真紹介

撮　影

▲木祖小学校の前でのあいさつ運動の様子

豊科地区  「白鳥湖」
犀川のダム湖として知られる豊科地区にある「白鳥湖」には、11月下旬
から3月初めにかけて、毎年数百羽の白鳥が越冬のためにやってきます。
この写真は1月に撮影しました。

さん
profile 写真が趣味で、地元を中心に、ウォーキングをしながら

動植物の写真を撮り歩いています。
安曇野市豊科地区民児協副会長

宮島昭裕

▲「お六櫛ポーズ」をきめる女性委員のみなさん
　　　　(一列目真ん中が原会長)



　

一
斉
改
選
か
ら
1
年
が
経
過
し
新
任

の
委
員
の
方
々
も
日
々
の
活
動
の
流
れ

に
は
大
分
慣
れ
て
来
た
頃
で
あ
る
。
地

域
に
お
い
て
は
民
生
児
童
委
員
で
あ
る

が
ゆ
え
に
つ
い
て
来
る
兼
務
職
ま
で
広

範
囲
に
及
ぶ
活
動
の
多
さ
に
も
驚
い
て

い
る
こ
と
と
思
わ
れ
戸
惑
い
や
不
安
も

感
じ
る
頃
で
も
あ
る
。

　

茅
野
市
で
は
1
2
6
人
中
約
6
割
弱

が
新
任
。
他
の
市
町
村
で
は
ど
の
位
の

割
合
だ
ろ
う
か
？
い
ず
れ
に
し
て
も
任

期
は
3
年
間
。
2
期
3
期
か
ら
見
れ
ば

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
地
域

福
祉
の
増
進
を
図
り
つ
つ
、
関
係
機
関

と
の
パ
イ
プ
役
で
あ
る
事
を
再
認
識
し
、

つ
な
ぎ
役
「
つ
な
ぎ
人
」
で
あ
る
事
を

更
に
確
認
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

先
日
、
諏
訪
圏
域
6
市
町
村
（
岡
谷

市
、
諏
訪
市
、
茅
野
市
、
下
諏
訪
町
、

富
士
見
町
、
原
村
）
合
同
に
よ
る
民
児

協
意
見
交
換
研
修
会
が
行
な
わ
れ
た
。

（
平
成
17
年
か
ら
当
番
持
ち
回
り
で
年

1
回
実
施
）
6
市
町
村
民
児
協
3
役
、

地
区
会
長
、
主
任
児
童
委
員
長
ら
約
70

人
。
グ
ル
ー
プ
形
式
で
市
町
村
を
越
え

て
の
意
見
を
交
わ
し
た
。
主
な
る
テ
ー

マ
は
・
災
害
時
の
民
生
委
員
の
役
割
と

行
動
・
住
民
に
対
し
て
の
活
動
の
周

知
・
生
活
支
援
に
民
生
委
員
が
関
わ
る

範
囲
・
学
校
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
連
携
な
ど
民
児
協
役
員
と
し
て
の

活
動
を
共
有
し
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

い
ず
れ
の
研
修
会
も
委
員
の
識
見
を

高
め
る
事
を
目
的
し
て
お
り
、
直
ぐ
に

活
用
出
来
る
も
の
で
な
く
漢
方
薬
の

様
に
後
か
ら
効
き
目
が
表
れ
る
も
の

で
あ
る
。　
　
　
　

（
深
澤　

保
雄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受賞おめでとうございます

堀篭　幸子（御代田町）　　田中　のぶ代（長野市）　　倉島　智恵美（長野市）
髙野　昭子（岡谷市）　　　永田　繁江　（須坂市）　　土屋　珠江　（佐久市）

全国社会福祉協議会会長表彰（民生委員・児童委員功労）

編集委員 ／ 熊井  文弘・土屋  珠江・増田  早苗・深澤  保雄

平成29年11月22日（水）　全国社会福祉大会において表彰

SBCラジオ 「ラジカン」 【幸せ信州県民ラジオ】 で広報

　民生児童委員というのは、社会福祉の増
進のために、地域住民の立場から、生活の
援助や相談に乗る人達のことです。地域の

ことをよく知っていて、ボランティア・福祉活動に
理解のある方に担っていただいています。
　実際の活動ですが、例えば、高齢者のお宅を訪問
して、相談に乗ったり、内容によっては、関係機関
につないだりします。普段から相手との信頼関係づ
くりが必要です。また、保育園での子育てサロンや
高齢者の方達との会食など、地域とのふれあいを大事にしています。
　私自身は、前任者が亡くなられ、区長さんから頼まれて民生児童委員になりました。初めて
のことだったので、戸惑いながらも、先輩委員からの助言をもらいながら進めていきました。
　民生児童委員は、現場に出ていって、実際に困っている方と向き合っています。行政と住民
の橋渡し役です。こうした活動により、行政もきめ細かなサービスを提供していかれます。
　市町村に問い合わせていただくと、お近くの担当委員を紹介します。民生児童委員には守秘
義務がありますから、秘密を守ります。安心して気軽に相談して欲しいです。
　実は、民生児童委員は、後任者不足が問題になっていることは否めません。若い時代の人に
入ってきて欲しいです。とてもやり甲斐のある仕事です。
　民生委員制度ができて、100周年を迎えました。私は、80才になりますが、元気なうちは、
他人事を自分ごととして、大変ですが頑張りたいと思っています。地域の皆さんのご協力とご
理解をお願いします。

▲番組出演の様子

民生委員制度100周年記念活動報告

　昨年9月6日、伊藤会長は、民生委員制度１００周年にあたって、一般の方に民生児童委員の
活動を知っていただこうと、長野県地域福祉課櫻井治彦さんと一緒に、ラジオ出演しました。
伊藤会長が話した内容の一部を要約して掲載します。


	つなぐ131-01
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